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(57)【要約】
【課題】ドライアウトの発生を抑制しつつ、燃料極オフ
ガスの希釈を行う。
【解決手段】酸化剤極オフガスおよび排水素処理ブロア
１４から供給される空気を希釈処理用ガスとして用い、
燃料極オフガスを希釈した状態で排出する排水素処理装
置１３を備えている。目標空気流量演算部４２は、パー
ジ流量MQP(RPRA,RT)が目標パージ流量よりも大きい場合
、要求電力TPGに基づいて算出される安定発電流量（第
１の目標空気流量）TQAGよりも流量を増加させた第２の
目標空気流量を、目標空気流量TQCとして算出する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池システムにおいて、
　燃料極に供給される燃料ガスと、酸化剤極に供給される酸化剤ガスとを電気化学的に反
応させて発電を行う燃料電池と、
　前記燃料極から排出される燃料極オフガスと、前記酸化剤極から排出される酸化剤極オ
フガスと、希釈ガス供給手段からの希釈ガスとがそれぞれ供給されており、前記酸化剤極
オフガスおよび前記希釈ガスを希釈処理用ガスとして用い、前記燃料極オフガスを希釈し
た状態で排出する希釈手段と、
　前記燃料電池に要求される要求電力に基づいて、前記燃料極オフガスの流量目標値であ
る目標パージ流量を算出するパージ流量演算手段と、
　前記燃料極オフガスの流量を調整するパージ流量調整手段と、
　前記パージ流量演算手段によって算出される目標パージ流量に基づいて、前記パージ流
量調整手段を制御するパージ流量制御手段と、
　前記燃料極オフガスの流量をパージ流量として検出する検出手段と、
　前記燃料電池に要求される要求電力に基づいて、前記酸化剤極に供給する酸化剤ガスの
流量目標値である目標酸化剤ガス流量を算出する供給流量演算手段と、
　前記酸化剤極に供給する酸化剤ガスの流量を調整する供給流量調整手段と、
　前記供給流量演算手段によって算出される目標酸化剤ガス流量に基づいて、前記供給流
量調整手段を制御する供給流量制御手段とを有し、
　前記供給流量演算手段は、前記検出手段によって検出されるパージ流量が目標パージ流
量よりも大きい場合、前記要求電力に基づいて算出される第１の目標酸化剤ガス流量より
も流量を増加させた第２の目標酸化剤ガス流量を、前記目標酸化剤ガス流量として算出す
ることを特徴とする燃料電池システム。
【請求項２】
　前記第２の目標酸化剤ガス流量は、前記検出手段によって検出されるパージ流量と目標
パージ流量との差に応じた増加流量を、前記第１の目標酸化剤ガス流量に加算した値であ
ることを特徴とする請求項１に記載された燃料電池システム。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記パージ流量を直接的に検出する流量計であることを特徴とする請
求項１または２に記載された燃料電池システム。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記燃料極に供給する燃料ガスの圧力と、前記酸化剤極オフガスの温
度とに基づいて、前記パージ流量を推定することにより、当該パージ流量を間接的に検出
することを特徴とする請求項１または２に記載された燃料電池システム。
【請求項５】
　前記供給流量演算手段は、前記目標酸化剤ガス流量として第２の目標酸化剤ガス流量を
用いることにより、前記燃料電池の発電状態が不安定となる可能性がある場合、前記希釈
手段に対する前記燃料極オフガスの供給停止の指示を前記パージ流量演算手段に出力する
とともに、前記目標酸化剤ガス流量を前記第１の目標酸化剤ガス流量に変更することを特
徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載された燃料電池システム。
【請求項６】
　前記酸化剤極に供給される酸化剤ガスの圧力を調整する供給圧力調整手段と、
　前記酸化剤極に供給される酸化剤ガスの圧力目標値である目標酸化剤ガス圧力を算出す
る供給圧力演算手段と、
　前記供給圧力演算手段によって算出された目標酸化剤ガス圧力に基づいて、前記供給圧
力調整手段を制御する供給圧力制御手段とをさらに有し、
　供給圧力演算手段は、前記目標酸化剤ガス流量として第２の目標酸化剤ガス流量を用い
ることにより、前記燃料電池の発電状態が不安定となる可能性がある場合、目標酸化剤ガ
ス圧力を通常値よりも減少させた値に設定することを特徴とする請求項５に記載された燃
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料電池システム。
【請求項７】
　前記燃料電池を冷却する冷却手段と、
　前記燃料電池の運転温度の目標値である目標運転温度を算出する運転温度演算手段と、
　前記運転温度演算手段によって算出される目標運転温度に基づいて、前記冷却手段を制
御する運転温度制御手段とをさらに有し、
　前記運転温度演算手段は、前記供給流量演算手段において算出される目標酸化剤ガス流
量の増加に応じて、前記目標運転温度を減少させた値に設定することを特徴とする請求項
１から６のいずれか一項に記載された燃料電池システム。
【請求項８】
　前記パージ流量演算手段は、前記目標酸化剤ガス流量として第２の目標酸化剤ガス流量
を用いることにより、前記燃料電池の発電状態が不安定となる可能性がある場合、前記目
標パージ流量を通常値よりも増加させた値に設定することを特徴とする請求項１から７の
いずれか一項に記載された燃料電池システム。
【請求項９】
　前記供給流量演算手段は、前記検出手段によって検出されるパージ流量に基づいて、前
記希釈処理用ガスの必要流量を算出するとともに、当該算出された希釈処理用ガスの必要
流量から、前記希釈ガス供給手段によって供給可能な希釈ガス流量の最大値を減算した値
を、前記第２の目標酸化剤ガス流量として設定することを特徴とする請求項１に記載され
た燃料電池システム。
【請求項１０】
　前記酸化剤極に供給される酸化剤ガスの圧力を調整する供給圧力調整手段と、
　前記酸化剤極に供給される酸化剤ガスの圧力目標値である目標酸化剤ガス圧力を算出す
る供給圧力演算手段と、
　前記供給圧力演算手段によって算出された目標酸化剤ガス圧力に基づいて、前記供給圧
力調整手段を制御する供給圧力制御手段とをさらに有し、
　前記供給圧力演算手段は、前記目標酸化剤ガス圧力を通常値よりも増加させた値に設定
することを特徴とする請求項９に記載された燃料電池システム。
【請求項１１】
　燃料電池システムにおいて、
　燃料極に供給される燃料ガスと、酸化剤極に供給される酸化剤ガスとを電気化学的に反
応させて発電を行う燃料電池と、
　前記燃料極から排出される燃料極オフガスと、前記酸化剤極から排出される酸化剤極オ
フガスと、希釈ガス供給手段からの希釈ガスとがそれぞれ供給されており、前記酸化剤極
オフガスおよび前記希釈ガスを希釈処理用ガスとして用い、前記燃料極オフガスを希釈し
た状態で排出する希釈手段と、
　前記燃料電池に要求される要求電力に基づいて、前記酸化剤極に供給する酸化剤ガスの
流量目標値である目標酸化剤ガス流量を算出する供給流量演算手段と、
　前記酸化剤極に供給する酸化剤ガスの流量を調整する供給流量調整手段と、
　前記供給流量演算手段によって算出される目標酸化剤ガス流量に基づいて、前記供給流
量調整手段を制御する供給流量制御手段とを有し、
　前記供給流量演算手段は、前記燃料電池に要求される要求電力が低下した場合、前記酸
化剤極から排出される酸化剤極オフガスの流量を増加させて、前記希釈処理用ガスの必要
流量を確保するように、前記要求電力に基づいて算出される第１の目標酸化剤ガス流量よ
りも流量を増加させた第２の目標酸化剤ガス流量を前記目標酸化剤ガス流量として算出す
ることを特徴とする燃料電池システム。
【請求項１２】
　燃料電池システムの制御方法において、
　燃料電池に要求される要求電力に基づいて、前記燃料電池の酸化剤極に供給する酸化剤
ガスの流量目標値である目標酸化剤ガス流量を算出する第１のステップと、
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　前記算出された目標酸化剤ガス流量に基づいて、前記酸化剤極に供給する酸化剤ガスの
流量を制御する第２のステップと、
　前記燃料電池の酸化剤極から排出される酸化剤極オフガスおよび前記燃料電池の燃料極
から排出される燃料極オフガスが供給されて当該燃料極オフガスを希釈した状態で排出す
る希釈手段に対して、希釈ガスを供給する第３のステップと、
　前記燃料電池に要求される要求電力に基づいて、前記希釈手段に供給する燃料極オフガ
スの流量目標値である目標パージ流量を算出する第４のステップと、
　前記算出された目標パージ流量に基づいて、前記希釈手段に供給する燃料極オフガスの
流量を制御する第５のステップとを有し、
　前記第１のステップは、前記検出されるパージ流量が目標パージ流量よりも大きい場合
、前記要求電力に基づいて算出される第１の目標酸化剤ガス流量よりも流量を増加させた
第２の目標酸化剤ガス流量を、前記目標酸化剤ガス流量として算出するステップを含むこ
とを特徴とする燃料電池システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料電池システムおよび燃料電池システムの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、燃料極に燃料ガス（例えば、水素）が供給されるとともに、酸化剤極に酸化
剤ガス（例えば、空気）が供給されることにより、これらのガスを電気化学的に反応させ
て発電を行う燃料電池を備えた燃料電池システムが知られている。この類の燃料電池シス
テムには、燃料極から排出されるガス（燃料極オフガス）を、酸化剤極から排出されるガ
ス（酸化剤極オフガス）によって希釈した上で外部に排出する希釈装置が備えられている
。例えば、特許文献１によれば、希釈装置に供給される燃料極オフガスおよび酸化剤極オ
フガスの流量を制御する手法が開示されている。
【特許文献１】特開２００４－１２７６２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に開示された手法によれば、希釈されたガス中の燃料ガスの
濃度と、燃料電池の最低セル電圧とに応じて、酸化剤極オフガスの流量を制御するため、
場合によって、燃料電池から持ち出される水分量が過多となり、ドライアウトとなってし
まう可能性がある。
【０００４】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ドライアウトの発生を
抑制しつつ、燃料極オフガスの希釈を行うことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる課題を解決するために、本発明の燃料電池システムは、燃料電池の燃料極から排
出される燃料極オフガスを希釈した状態で排出する希釈手段には、燃料電池の酸化剤極か
ら排出される酸化剤極オフガスと希釈ガスとが希釈処理用ガスとして供給されている。燃
料極オフガスの流量をパージ流量として検出し、この検出値が目標パージ流量よりも大き
い場合、燃料電池の酸化剤極に供給する酸化剤ガスの流量目標値である目標酸化剤ガス流
量は、要求電力に基づいて算出される第１の目標酸化剤ガス流量よりも流量を増加させた
第２の目標酸化剤ガス流量として算出される。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、パージ流量が目標パージ流量よりも多い場合、酸化剤極オフガスの流
量が増加されるため、希釈処理用ガスの必要流量を確保することができる。また、パージ
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流量が目標パージ流量よりも過渡的に増加するシーンにおいて、目標酸化剤ガス流量を第
２の目標酸化剤ガス流量に設定するため、酸化剤極に供給される空気流量が過大となる状
態を時間的に抑えることができる。したがって、燃料極オフガスの希釈を行いつつ、ドラ
イアウトの発生を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の実施形態にかかる燃料電池システムの全体構成を示すブロック図であ
る。この燃料電池システムは、例えば、車両に搭載されて、その電源として機能している
。
【０００８】
　燃料電池システムは、固体高分子電解質膜を挟んで酸化剤極と燃料極とを対設した燃料
電池構造体をセパレータで挟持して、これを複数積層して構成される燃料電池スタック１
を備える。この燃料電池スタック１は、燃料極に燃料ガスが供給されるとともに、酸化剤
極に酸化剤ガスが供給されることにより、これらのガスを電気化学的に反応させて発電電
力を発生する。本実施形態では、燃料ガスとして水素を、酸化剤ガスとして酸素を用いる
ケースについて説明する。
【０００９】
　この燃料電池スタック１を備える燃料電池システムには、燃料電池スタック１に水素を
供給するための水素系と、燃料電池スタック１に空気を供給するための空気系と、燃料電
池スタック１を冷却するための冷却系とが備えられている。
【００１０】
　水素系において、燃料ガスである水素は、燃料タンク１０（例えば、高圧水素ボンベ）
に貯蔵されており、この燃料タンク１０から水素供給流路Ｌ１を介して燃料電池スタック
１の燃料極に供給される。具体的には、燃料タンク１０の下流には燃料タンク元弁（図示
せず）が設けられており、この燃料タンク元弁が開状態となると、燃料タンク１０からの
高圧水素ガスは、その下流に設けられた減圧弁（図示せず）によって機械的に所定の圧力
まで減圧される。減圧された水素ガスは、減圧弁よりも下流に設けられた水素調整弁１１
によって更に減圧された後に、燃料電池スタック１に供給される。水素調整弁１１は、燃
料電池スタック１へ供給される水素の圧力および流量を調整する機能を担っており、後述
する制御装置４０によってその開度が制御される。一方、燃料電池スタック１の燃料極か
ら排出される燃料極オフガスは、水素排出流路Ｌ２を介して排出される。この燃料極オフ
ガスには、酸化剤極側から燃料極側へと透過した窒素などの不純物と、反応に使用されな
かった水素とが含まれている。水素排出流路Ｌ２には、パージ弁１２が設けられている。
このパージ弁１２は、燃料極から排出される燃料極オフガスの流量、すなわち、後述する
排水素処理装置１３に供給する燃料極オフガスの流量を調整するパージ流量調整手段とし
て機能しており、制御装置４０によってその開度が制御される。
【００１１】
　空気系において、酸化剤ガスである空気は、例えば、大気がコンプレッサ２０によって
取り込まれた後に加圧され、加圧空気は空気供給流路Ｌ３を介して燃料電池スタック１の
酸化剤極に供給される。この空気供給流路Ｌ３には、加湿装置（図示せず）が設けられて
おり、燃料電池スタック１に供給される空気は、燃料電池スタック１の発電性能を低下さ
せない程度に加湿される。一方、燃料電池スタック１の酸化剤極から排出される酸化剤極
オフガスは、空気排出流路Ｌ４を介して排出される。この酸化剤極オフガスは、酸素が消
費された空気を主体に構成されているが、燃料極側から酸化剤極側へと透過した水素も含
んでいる。空気排出流路Ｌ４には、空気調圧弁２１が設けられており、この空気調圧弁２
１は、燃料電池スタック１へ供給される空気の圧力を調整する供給圧力調整手段としての
機能を担っており、制御装置４０によってその開度が制御される。また、コンプレッサ２
０は、酸化剤極に供給する空気の流量を調整する供給流量調整手段としての機能を担って
おり、制御装置４０によってその回転数が制御される。
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【００１２】
　燃料極オフガスは水素排出流路Ｌ２を介して、酸化剤極オフガスは空気排出流路Ｌ４を
介して、排水素処理装置（希釈手段）１３にそれぞれ供給される。また、排水素処理装置
１３には、排水素処理ブロア（希釈ガス供給手段）１４によって取り込まれた空気（希釈
ガス）が供給されている。この排水素処理装置１３は、酸化剤極オフガスおよび希釈ガス
である空気を希釈処理用ガスとして用い、外部に排出される水素濃度が可燃濃度以下とな
るように、燃料極オフガスを希釈した状態で外部に排出する（排水素処理）。この排水素
処理装置１３としては、例えば、白金触媒を用いて空気中の酸素と水素とを反応させる触
媒燃焼器や、装置内に供給されたガスを混合してから外部に放出する希釈装置などを用い
ることができる。
【００１３】
　冷却系は、燃料電池スタック１を冷却する冷媒が循環する閉ループ状の冷却流路Ｌ５を
有している。この冷却流路Ｌ５には、冷媒を循環させる冷媒ポンプ３１およびラジエータ
３２が、燃料電池スタック１を冷却する冷却手段として設けられている。この冷媒ポンプ
３１を動作させることにより、冷却流路Ｌ５内の冷媒が循環する。燃料電池スタック１の
冷却によって温度が上昇した冷媒は、冷却流路Ｌ５を経由して、ラジエータ３２へと流れ
、ラジエータ３２によって冷却される。冷却された冷媒は、燃料電池スタック１へと供給
される。冷却流路Ｌ５は、燃料電池スタック１内においてその流路が細かく分岐しており
、これにより、燃料電池スタック１は、その内部が全体に亘って冷却されるようになって
いる。冷媒ポンプ３１の駆動量は、制御装置４０によって制御される。
【００１４】
　燃料電池スタック１には、車両を駆動する電動モータといった負荷装置２が接続されて
いる。この負荷装置２には、制御装置４０によって、燃料電池スタック１から必要な電力
が取り出され、この取り出された電力が供給されている。
【００１５】
　図２は、本実施形態に係る制御装置４０を示すブロック図である。制御装置４０は、シ
ステム全体を統合的に制御する機能を担っており、制御プログラムに従ってシステムの各
部を制御することにより、燃料電池スタック１の運転状態を制御する。制御装置４０とし
ては、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏインターフェースを主体に構成されたマイクロコ
ンピュータを用いることができる。この制御装置４０は、システムの状態に基づいて、各
種の演算を行い、この演算結果を制御出力として各種のアクチュエータに出力し、水素調
整弁１１、パージ弁１２および空気調圧バルブの開度、排水素処理ブロア１４、コンプレ
ッサ２０および冷媒ポンプ３１の回転数を制御する。この制御装置４０には、システムの
状態を検出するために、各種のセンサなどの信号が制御入力として入力されている。
【００１６】
　水素圧力センサ１５は、燃料電池スタック１の燃料極に供給される水素の圧力（水素圧
力）RPRAを検出するセンサである。空気圧力センサ２２は、燃料電池スタック１の酸化剤
極に供給される空気の圧力（空気圧力）RPRCを検出するセンサである。温度センサ３３は
、燃料電池スタック１から排出される冷媒の温度から、燃料電池スタック１の運転温度RT
を検出するセンサである。また、この制御装置４０には、車両側から燃料電池スタック１
に要求される要求電力TPGが入力されている。
【００１７】
　この制御装置４０は、これを機能的に捉えた場合、目標水素圧力演算部４１と、目標空
気流量演算部４２と、目標空気圧力演算部４３と、パージ時間演算部４５と、取出電力演
算部４６と、水素調整弁開度演算部４７と、パージ弁開閉指令部４８と、目標ブロア回転
数演算部４９と、目標コンプレッサ回転数演算部５０と、空気調圧弁開度演算部５１と、
目標冷媒ポンプ回転数演算部５２とを有する。
【００１８】
　目標水素圧力演算部４１は、要求電力TPGに基づいて、目標水素圧力TPRAを算出する。
図３は、要求電力TPGと目標水素圧力TPRAとの対応関係を示す説明図である。目標水素圧
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力TPRAは、燃料極に供給する水素圧力の目標値であり、同図に示すように、要求電力TPG
の増加に応じて単調増加する傾向を有している。要求電力TPGと目標水素圧力TPRAとの関
係は、実験やシミュレーションを通じて予め取得されている。例えば、水素圧力に対する
燃料電池スタック１の発電効率や、水素圧力に対する各アクチュエータの消費電力感度、
排出空気ガスによって持ち出される水蒸気量、さらには、空気圧力との差圧などを考慮し
て決定される。目標水素圧力演算部４１は、図３に示すような要求電力TPGと目標水素圧
力TPRAとの対応関係をテーブルまたは演算式として保持しており、このテーブルまたは演
算式に基づいて、要求電力TPGから目標水素圧力TPRAを算出する。算出された目標水素圧
力TPRAは、水素調整弁開度演算部４７に対して出力される。
【００１９】
　目標空気流量演算部４２は、要求電力TPGに基づいて、目標空気流量（目標酸化剤ガス
流量）TQCおよび目標ブロア流量TQDを算出する。ここで、目標空気流量（目標酸化剤ガス
流量）TQCは、燃料電池スタック１の酸化剤極に供給する空気の流量目標値であり、目標
ブロア流量TQDは、排水素処理ブロア１４によって排水素処理装置１３に供給する空気の
流量目標値である。
【００２０】
　まず、目標ブロア流量TQDの算出方法について説明する。パージ弁１２が開いている場
合、このパージ弁１２から排出される燃料極オフガスの流量、すなわち、排水素処理装置
１３に供給される燃料極オフガスの流量（以下「パージ流量」という）MQP(x,y)は、図４
に示すような傾向で示される。同図において、ｘは、水素圧力RPRAに対応するパラメータ
であり、ｙは、運転温度RTに対応するパラメータである。パージ流量MQP(x,y)は、水素圧
力RPRAの増加に応じてその値が増加する傾向を有しており、また、同一の水素圧力RPRAで
あっても、運転温度RTが高い程、その値が相対的に小さくなる傾向を有している。
【００２１】
　ここで、要求電力TPGが安定しており、かつ、外気条件（大気圧）が代表的な条件であ
る場合、要求電力TPGに対する水素圧力RPRA、および、燃料電池スタック１の運転温度RT
は、それぞれ一意に決定することができる。したがって、排水素処理装置１３に供給する
燃料極オフガスの流量目標値（以下「目標パージ流量」という）は、要求電力TPGに基づ
いて、一義的に算出される。また、この目標パージ流量を前提として、排水素処理装置１
３から排出される水素を目標濃度Ｒ１に保とうとした場合、排水素処理装置１３に対して
供給する希釈処理用ガス（酸化剤極オフガスおよび排水素処理ブロア１４からの空気）の
目標流量TQAPは、要求電力TPGに基づいて、一義的に算出することができる。この希釈処
理用ガスの目標流量TQAPは、図５に示すように、要求電力TPGに対してなだらかに増加す
る傾向を有している。
【００２２】
　一方、安定して発電するために酸化剤極に供給すべき空気の流量（以下「安定発電流量
」という）TQAGは、図５に示すように、要求電力TPGに対して単調増加する傾向にある。
この安定発電流量TQAGは、希釈処理用ガスの目標流量TQAPよりも、要求電力TPGに対する
増加幅が大きくなっている。希釈処理用ガスで排水素処理を実施する場合、目標ブロア流
量TQDは、以下に示す関係を満足する。
【００２３】
　　（数式１）
ＴＱＤ＝ＴＱＡＰ－ＴＱＡＧ
　ここで、目標ブロア流量TQDは、希釈処理用ガスの目標流量TQAPから、安定発電流量TQA
Gを減算した値となっている。この数式１に示される目標ブロア流量TQDは、図６に示すよ
うに、要求電力TPGに対する関係を設定することができる。目標空気流量演算部４２は、
図６に示すような要求電力TPGと目標ブロア流量TQDとの対応関係をテーブルまたは演算式
として保持しており、このテーブルまたは演算式に基づいて、要求電力TPGから目標ブロ
ア流量TQDを算出する。算出された目標ブロア流量TQDは、目標ブロア回転数演算部４９に
対して出力される。
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【００２４】
　つぎに、目標空気流量TQCの算出方法について説明する。この目標空気流量TQCは、下式
に基づいて一義的に算出される。
【００２５】
　　（数式２）
　ＴＱＣ=ＴＱＣ（ＴＱＡＰ）
　　　　　　　　＋Ｍａｘ[{Ｒ１×ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）－ＴＱＡＰ}，０]
　ここで、関数ＴＱＣ（ｘ）は、要求電力TPGに対する希釈処理用ガスの目標流量TQAPお
よび安定発電流量TQAGの関係（図５）を、希釈処理用ガスの目標流量TQAPと安定発電流量
TQAGとの関係として関数化したものである。安定発電流量TQAGは、図７に示すように、希
釈処理用ガスの目標流量TQAPに対して単調増加の傾向を有している。同図において、ｘは
、希釈処理用ガスの目標流量TQAPに対応するパラメータを示す。また、関数ＭＱＰ（ｘ，
ｙ）は、図４に示すように、水素圧力RPRAおよび運転温度RTに対するパージ流量MQP(x,y)
の関係を関数化したものである。Ｒ１は、排水素処理装置１３から排出される水素の目標
濃度である。
【００２６】
　この数式２において、「ＴＱＣ（ＴＱＡＰ）」は、要求電力TPGに基づいて算出される
安定発電流量TQAGを示している。
【００２７】
　つぎに、「ＴＱＡＰ」は、要求電力TPGに基づいて算出される希釈処理用ガスの目標流
量であり、間接的には、上述した目標パージ流量を示している。すなわち、目標空気流量
演算部４２は、目標空気流量TQCの演算過程において、目標パージ流量を算出している。
【００２８】
　また、「ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）」は、水素圧力RPRAおよび運転温度RT（具体的には
、酸化剤極オフガスの温度）に基づいて推定される、パージ流量（実際のパージ流量）を
示している。換言すれば、目標空気流量演算部４２は、パージ流量を（間接的に）検出す
る検出手段としての機能を担っている。さらに、「Ｒ１×ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）」は
、このパージ流量を前提として、排水素処理装置１３から排出される水素を目標濃度Ｒ１
に保とうとした場合に、排水素処理装置１３に対して供給する必要がある希釈処理用ガス
の必要流量である（この値自体も、間接的には、パージ流量を示している）。
【００２９】
　このような演算式に鑑みれば、目標空気流量TQCは、一次的には、要求電力TPGに基づい
て算出される安定発電流量TQAG（第１の目標空気流量）として算出される。ただし、パー
ジ流量が目標パージ流量よりも大きい場合、目標空気流量TQCは、安定発電流量TQAGより
も流量を増加させた第２の目標空気流量として設定される。ここで、第２の目標空気流量
は、パージ流量と目標パージ流量との差に応じた増加流量、具体的には、希釈処理用ガス
の必要流量から希釈処理用ガスの目標流量TQAPを減算した値を、安定発電流量TQAGに加算
した値となる。このように、目標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCを算出する供
給流量演算手段としての機能を担っている。算出された目標空気流量TQCは、目標運転温
度演算部４４および目標コンプレッサ回転数演算部５０に対して出力される。
【００３０】
　また、この目標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCとして第２の目標空気流量を
用いることにより、燃料電池スタック１の発電状態が不安定となる可能性があるか否かを
判定している。具体的には、目標空気流量演算部４２は、下式に基づいて、判定を行う。
【００３１】
　　（数式３）
　∫｛ＴＱＣ－ＴＱＡＧ｝ｄｔ＞Ｖ１
　同数式は、目標空気流量TQCから安定発電流量TQAGを減算した減算値に関する時間累積
値である。Ｖ１は定数であり、燃料電池スタック１における水収支、すなわち、燃料電池
スタック１から持ち出される水分量と燃料電池スタック１において生成される水分量との
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差として許容できる範囲内においてできるだけ大きな値に設定されている。よって、この
累積値が判定値Ｖ１よりも大きい場合には、燃料電池スタック１の酸化剤極から持ち出さ
れる水分量が大きく、ドライアウトの懸念があるため、燃料電池スタック１の発電状態が
不安定となる可能性がある。この場合には、燃料極オフガスのパージ禁止、すなわち、排
水素処理装置１３に対する燃料極オフガスの供給停止を指示するべく、パージ禁止フラグ
FSPが「１」に設定される。一方、この累積値が判定値Ｖ１以下の場合には、燃料電池ス
タック１の酸化剤極から持ち出される水分量が小さく、ドライアウトの懸念がないため、
燃料電池スタック１の発電状態が不安定となる可能性がない。この場合には、燃料極オフ
ガスのパージ許可を指示すべく、パージ禁止フラグが「０」に設定される。パージ禁止フ
ラグFSPは、目標空気圧力演算部４３、パージ時間演算部４５および取出電力演算部４６
に対して出力される。なお、パージ禁止フラグが「１」に設定されているケースでは、目
標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCを安定発電流量（第１の目標空気流量）TQAG
に変更する。
【００３２】
　目標空気圧力演算部（供給圧力演算手段）４３は、パージ禁止フラグFSPおよび水素圧
力RPRAに基づいて、酸化剤極に供給される空気の目標圧力である目標空気圧力（目標酸化
剤ガス圧力）TPRCを算出する。具体的には、目標空気圧力TPRCは、パージ禁止フラグFSP
が「０」にセットされている場合、水素圧力RPRAと対応した圧力（通常値）として算出さ
れる（TPRC＝RPRA）。一方、目標空気圧力TPRCは、パージ禁止フラグFSPが「１」にセッ
トされている場合、水素圧力RPRA（通常値）よりも所定圧力ΔＰ１だけ減少させた値に設
定される（TPRC＝RPRA－ΔP1）。ここで、所定圧力ΔＰ１は、燃料電池スタック１におけ
る電解質膜に許容される差圧以下に設定されている。算出された目標空気圧力TPRCは、目
標運転温度演算部４４および空気調圧弁開度演算部５１に対して出力される。
【００３３】
　目標運転温度演算部（運転温度演算手段）４４は、目標空気流量TQCおよび目標空気圧
力TPRCに基づいて、燃料電池スタック１の運転温度（すなわち、冷媒の管理温度）の目標
値である目標運転温度TTを算出する。目標運転温度TTは、目標空気流量TQCおよび目標空
気圧力TPRCに基づいて、燃料電池スタック１の酸化剤極から持ち出される水分量が、発電
により生成される水分量を超えないように設定される。
【００３４】
　図８は、目標運転温度TTと、目標空気流量TQCおよび目標空気圧力TPRCとの対応関係を
示す説明図である。ここで、目標空気流量TQCおよび目標空気圧力TPRCは、それぞれ定常
的に設計された安定発電流量TQAGおよび目標水素圧力TPRAに対して差を持っているため、
この差を補正する必要がある。この場合、燃料電池スタック１の目標運転温度TTは、目標
空気圧力TPRCおよび目標空気流量TQCに対して、図８に示すような関係になる。具体的に
は、目標運転温度TTは、目標空気圧力TPRCが増加する程、その値が小さくなるような傾向
を有しており、また、同一の目標空気圧力TPRCであっても、目標空気流量TQCが大きい程
、その値が相対的に小さくなる傾向を有している。換言すれば、目標運転温度演算部４４
は、目標空気流量TQCの増加に応じて、目標運転温度TTを減少させた値に設定することと
なる。
【００３５】
　目標運転温度TTと、目標空気流量TQCおよび目標空気圧力TPRCとの関係は、実験やシミ
ュレーションを通じて予め取得されている。目標運転温度演算部４４は、図８に示すよう
な目標運転温度TTと目標空気流量TQCおよび目標空気圧力TPRCとの対応関係をテーブルま
たは演算式として保持しており、このテーブルまたは演算式に基づいて、目標空気流量TQ
Cおよび目標空気圧力TPRCから目標運転温度TTを算出する。算出された目標運転温度TTは
、目標冷媒ポンプ回転数演算部５２に対して出力される。
【００３６】
　パージ時間演算部（パージ流量演算手段）４５は、要求電力TPGとパージ禁止フラグFSP
とに基づいて、パージ時間POTを算出する。このパージ時間POTは、パージ弁１２を開状態
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に設定する時間であり、実質的には、要求電力TPGに基づく目標パージ流量に対応してい
る。すなわち、パージ時間演算部４５は、目標パージ流量を演算するパージ流量演算手段
としての機能を担っている。
【００３７】
　図９は、要求電力TPGと目標パージ流量TQPとの対応関係を示す説明図である。目標パー
ジ流量TQPは、要求電力TPGに対して単調増加する傾向を有している。要求電力TPGと目標
パージ流量TQPとの関係は、燃料電池スタック１における両極のガス圧力と相関があり、
実験やシミュレーションを通じて予め設定されている。ここで、一定時間Ｔｓ内において
パージ弁１２を開状態にする時間割合をパージ時間POTとした場合、この一定時間Ｔｓ内
での平均パージ流量が目標パージ流量TQPとなるように、パージ時間POTを設定すればよい
。したがって、パージ時間POTは、実際のパージ流量MPQ(RPRA,RT)を用いて、下式で求め
られる。
【００３８】
　　（数式４）
ＰＯＴ＝ＴＱＰ×Ｔｓ／｛ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）}・・・（１）
ＰＯＴ＝０・・・（２）
　ここで、（１）式は、パージ禁止フラグFSPが「０」にセットされているケースでの、
パージ時間POTである。また、（２）式は、パージ禁止フラグFSPが「１」にセットされて
いるときケースでの、パージ時間POTである。算出されたパージ時間POTは、パージ弁開閉
指令部４８に対して出力される。
【００３９】
　取出電力演算部４６は、負荷装置２に対して取り出す電力である取出電力TPを算出する
。ここで、図１０は、パージ禁止開始後の経過時間Ｔ１と、上限電力UPGとの対応関係を
示し、図１１は、パージ禁止解除後の経過時間Ｔ２と、上限電力UPGとの対応関係を示す
。図１０において、パージ禁止開始後の経過時間Ｔ１は、パージ禁止フラグFSPが「０」
から「１」に切り替えられてからの経過時間であり、上限電力UPGは、経過時間Ｔ１が増
加するに従って、初期値から線形的に減少するような値として設定されている。また、図
１１において、パージ禁止解除後の経過時間Ｔ２は、パージ禁止フラグFSPが「１」から
「０」に切り替えられてからの経過時間であり、上限電力UPGは、経過時間Ｔ２が増加す
るに従って、初期値から線形的に増加するような値として設定されている。パージ禁止開
始後の経過時間Ｔ１と上限電力UPGとの関係、および、パージ禁止解除後の経過時間Ｔ２
と上限電力UPGとの関係は、実験やシミュレーションを通じて予め設定されている。取出
電力演算部４６は、パージ禁止開始後の経過時間Ｔ１またはパージ禁止解除後の経過時間
Ｔ２に基づいて、上限電力UPGを設定し、この上限電力UPGによって要求電力TPGを制限し
た値を取出電力TPとして算出する。算出された取出電力TPに対応する電力が燃料電池スタ
ック１から取り出され、負荷装置２に対して供給される。
【００４０】
　水素調整弁開度演算部４７は、水素圧力RPRAおよび目標水素圧力TPRAに基づいて、水素
調整弁１１の開度指令値TAVPを演算し、この開度指令値TAVPに基づいて、水素調整弁１１
を制御する。具体的には、水素調整弁開度演算部４７は、水素圧力RPRAと目標水素圧力TP
RAとが一致するように、水素調整弁１１の開度指令値TAVPを演算し、その開度をフィード
バック制御する。
【００４１】
　パージ弁開閉指令部（パージ流量制御手段）４８は、目標パージ流量TQPに対応するパ
ージ時間POTに応じて、パージ弁１２に対して開閉指令SPOを出力し、この開閉指令SPOに
基づいて、パージ弁１２の開閉状態を制御する。
【００４２】
　目標ブロア回転数演算部４９は、目標ブロア流量TQDに基づいて、排水素処理ブロアの
回転数指令値TNBを演算し、この回転数指令値TNBに基づいて、排水素処理ブロア１４を制
御する。
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【００４３】
　目標コンプレッサ回転数演算部（供給流量制御手段）５０は、目標空気流量TQCに基づ
いて、コンプレッサ３０を制御する。具体的には、目標コンプレッサ回転数演算部５０は
、目標空気流量TQCに応じたコンプレッサ２０の回転数指令値TNCを演算し、この回転数指
令値TNCに基づいて、コンプレッサ３０を制御する。
【００４４】
　空気調圧弁開度演算部（供給圧力制御手段）５１は、目標空気圧力TPRCに基づいて、空
気調圧弁２１を制御する。具体的には、空気調圧弁開度演算部５１は、空気圧力RPRCと目
標空気圧力TPRCとが一致するように、空気調圧弁２１の開度指令値TCVPを演算し、空気調
圧弁２１の開度をフィードバック制御する。
【００４５】
　目標冷媒ポンプ回転数演算部（運転温度制御手段）５２は、目標運転温度TTに基づいて
、冷媒ポンプ３１を制御する。具体的には、目標冷媒ポンプ回転数演算部５２は、目標運
転温度TTに応じた冷媒ポンプ３１の回転数指令値TNPを演算し、この回転数指令値TNPに基
づいて、冷媒ポンプ３１を制御する。
【００４６】
　このように本実施形態において、燃料電池システムは、酸化剤極オフガスおよび排水素
処理ブロア１４から供給される空気を希釈処理用ガスとして用い、燃料極オフガスを希釈
した状態で排出する排水素処理装置１３を備えている。目標空気流量演算部４２は、パー
ジ流量MQP(RPRA,RT)が目標パージ流量よりも大きい場合、要求電力TPGに基づいて算出さ
れる安定発電流量（第１の目標空気流量）TQAGよりも流量を増加させた第２の目標空気流
量を、目標空気流量TQCとして算出する。
【００４７】
　図１２は、要求電力、パージ流量、コンプレッサ２０からの空気流量、排水素処理ブロ
ア１４からの空気流量の経時的な推移を示す説明図である。ここで、パージ流量の推移に
おいて、実線は実際のパージ流量MQP(RPRA,RT)を示し、破線は目標パージ流量を示す。ま
た、コンプレッサ２０からの空気流量の推移において、実線は目標空気流量TQCを示し、
破線は、希釈処理用ガスの必要流量を示し、一点鎖線は、安定発電流量TQAGを示している
。同図に示すように、要求電力TPGが過渡的に低下した場合、目標パージ流量もこれに対
応して過渡的に低下する。しかしながら、実際のパージ流量MQP(RPRA,RT)は、この目標パ
ージ流量よりも多くなっている。ここで、目標空気流量TQCを、要求電力TPGに対応して安
定発電流量TQAGに設定した場合には、希釈処理用ガスの必要流量を賄うことできなくなる
。そこで、本実施形態では、要求電力TPGが過渡的に低下した場合、具体的には、パージ
流量MQP(RPRA,RT)が目標パージ流量よりも大きい場合には、目標空気流量TQCを第２の目
標空気流量に設定する。そのため、コンプレッサ２０から供給される空気流量が増加し、
酸化剤極オフガスの流量が増加され、これにより、希釈処理用ガスの必要流量を確保する
ことができる。
【００４８】
　かかる構成によれば、燃料極オフガスが過渡的に増加するシーンにおいて、排水素処理
ブロア１４からの空気流量を増加させる必要がないので、希釈システムの小型化を図るこ
とができる。また、パージ流量が目標パージ流量よりも過渡的に増加するシーンにおいて
、目標空気流量TQCを第２の目標空気流量に設定するため、コンプレッサ２０からの空気
流量を増加させる時間を抑えることができ、酸化剤極に供給される空気流量が過大となる
状態を時間的に抑えることができる。したがって、燃料極オフガスの希釈を行いつつ、ド
ライアウトの発生を抑制することができる。
【００４９】
　また、本実施形態において、第２の目標空気流量は、目標パージ流量と、パージ流量MQ
P(RPRA,RT)との差に応じた増加流量を、安定発電流量（第１の目標空気流量）TQAGに加算
した値である。
【００５０】
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　かかる構成によれば、希釈処理用ガスの必要流量として不足分に対応して、目標空気流
量TQCが増加される。よって、酸化剤極から持ち出される水分量を最低限に抑えながら、
燃料極オフガスの希釈を有効に行うことができる。
【００５１】
　また、本実施形態において、目標空気流量演算部４２は、燃料極に供給する水素圧力RP
RAと、運転温度（酸化剤極オフガスの温度）TTとに基づいて、パージ流量MQP(RPRA,RT)を
推定することにより、パージ流量MQP(RPRA,RT)を間接的に検出している。
【００５２】
　かかる構成によれば、センサなどの計測手段を用いることなく、パージ流量MQP(RPRA,R
T)を検出することができるので、システム構成の簡素化を図ることができる。
【００５３】
　また、本実施形態において、目標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCとして第２
の目標空気流量を用いることにより、燃料電池スタック１の発電状態が不安定となる可能
性がある場合、パージ禁止フラグを「１」に設定し、これをパージ時間演算部４５に出力
し、目標空気流量TQCを安定発電流量TQAGに変更する。
【００５４】
　かかる構成によれば、ドライアウトの発生を抑制するとともに、高濃度の水素が排出さ
れるといった事態が抑制されるので、燃料電池スタック１の信頼性の向上を図ることがで
きる。
【００５５】
　なお、上述したケースでは、パージ禁止開始後の経過時間Ｔ１に基づいて、上限電力UP
Gを設定し、この上限電力UPGによって要求電力TPGを制限した値を取出電力TPとして算出
することが好ましい。これにより、過大な要求電力TPGが要求された場合であっても、取
出電力TPが制限されるので、ストイキ不足といった事態を抑制することができる。これに
対して、パージ禁止解除後の経過時間Ｔ２に基づいて、上限電力UPGを設定し、この上限
電力UPGによって要求電力TPGを制限した値を取出電力TPとして算出してもよい。これによ
り、過大な要求電力TPGが要求された場合であっても、取出電力TPが制限されるので、燃
料電池スタック１における水素不足といった事態を抑制することができる。
【００５６】
　また、本実施形態において、目標空気圧力演算部４３は、目標空気流量TQCとして第２
の目標空気流量を用いることにより、燃料電池スタック１の発電状態が不安定となる可能
性がある場合、目標空気圧力TPRCを水素圧力RPRA（演算にて算出された値）よりも減少さ
せた値（RPRA－ΔP1）に設定する。
【００５７】
　かかる構成によれば、酸化剤極側の圧力が低下するので、燃料極への透過窒素を減らす
ことができる。これにより、燃料電池スタック１における水素不足といった事態を抑制す
ることができる。
【００５８】
　また、本実施形態において、目標運転温度演算部４４は、目標空気流量TQCの増加に応
じて、目標運転温度TTを減少させた値に設定する。
【００５９】
　かかる構成によれば、酸化剤極から持ち出される水分量を低減することができる。これ
により、ドライアウトを抑制することができる。
【００６０】
（第２の実施形態）
　図１３は、本発明の第２の実施形態にかかる燃料電池システムの構成を示すブロック図
である。第２の実施形態にかかる燃料電池システムが、第１の実施形態のそれと相違する
点は、パージ流量を実際に測定する点にある。なお、システム構成および制御装置４０の
処理内容については、第１の実施形態のそれと基本的に同じであり、重複する部分の説明
は省略することとし、以下、相違点を中心に説明を行う。
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【００６１】
　図１３に示すように、水素排出流路Ｌ２には、この流路を流れる燃料極オフガスの流量
、すなわち、パージ流量を検出する流量計（検出手段）１６が設けられている。流量計１
６によって検出されたパージ流量は、制御装置４０に入力されている。
【００６２】
　制御装置４０において、目標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCを算出する場合
、上記の数式１に示す演算において、パージ流量MQP(x,y)を、流量計１６からの実測値に
置き換えて演算を行う。また、パージ時間演算部４５は、パージ時間POTを算出する場合
、上記の数式４に示す演算において、パージ流量MQP(x,y)を、流量計１６からの実測値に
置き換えて演算を行う。
【００６３】
　このように本実施形態において、パージ流量を検出する流量計１６を用いている。これ
により、パージ流量を正確に検出することができるので、目標空気流量TQCの演算精度の
向上を図ることができる。
【００６４】
　なお、本実施形態に示す手法は、後述する実施形態についても同様に適用可能である。
【００６５】
（第３の実施形態）
　図１４は、本発明の第３の実施形態に係る燃料電池システムの制御装置４０を示すブロ
ック図である。本実施形態の燃料電池システムが、第１の実施形態のそれと相違する点は
、制御装置４０によるパージ時間POTの算出方法である。なお、システム構成および制御
装置４０の処理内容については、第１の実施形態のそれと基本的に同じであり、重複する
部分の説明は省略することとし、以下、相違点を中心に説明を行う。
【００６６】
　本実施形態の制御装置において、目標空気流量演算部４２は、目標空気流量TQCおよび
目標ブロア流量TQDの算出と、パージ禁止フラグFSPの設定とに加え、パージ時間増加フラ
グFEPを設定している。このパージ時間増加フラグFEPは、下式に基づいて設定される。
【００６７】
　　（数式５）
ＴＱＡＰ－Ｒ１×ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）＜０
　同数式は、目標パージ流量と実際のパージ流量との制御偏差が０よりも小さいかを判断
している。同数式が成立している場合、すなわち、目標パージ流量と実際のパージ流量と
の制御偏差が０よりも小さい場合、パージ時間増加フラグFEPは、「１」にセットされる
。一方、同数式が成立していない場合、すなわち、目標パージ流量と実際のパージ流量と
の制御偏差が０よりも小さくない場合、パージ時間増加フラグFEPは、「０」にセットさ
れる。パージ時間増加フラグFEPはパージ時間演算部４５に対して出力される。
【００６８】
　パージ時間演算部４５は、要求電力TPGと、パージ禁止フラグFSPと、パージ時間増加フ
ラグFEPとに基づいて、パージ弁１２を開状態に設定する時間であるパージ時間POTを算出
する。具体的には、パージ時間演算部４５は、第１の実施形態と同様に、要求電力TPGと
目標パージ流量TQPとの関係に基づいて、要求電力TPGに基づいて、目標パージ流量TQPを
算出する。そして、パージ時間演算部４５は、パージ禁止フラグFSPと、パージ時間増加
フラグFEPとに基づいて、パージ時間POTを下式の通りに算出する。
【００６９】
　　（数式６）
ＰＯＴ＝０・・・（１）
ＰＯＴ＝Ｔｓ・・・（２）
ＰＯＴ＝ＴＱＰ×Ｔｓ／｛ＭＱＰ（ＲＰＲＡ，ＲＴ）｝・・・（３）
　ここで、（１）式は、パージ時間増加フラグFEPに拘わらず、パージ禁止フラグFSPが「
１」にセットされているケースでのパージ時間POTである。（２）式は、パージ禁止フラ
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グFSPが「０」にセットされ、かつ、パージ時間増加フラグFEPが「１」にセットされてい
るケースでのパージ時間POTである。（３）式は、パージ禁止フラグFSPが「０」にセット
され、かつ、パージ時間増加フラグFEPが「０」にセットされているケースでのパージ時
間POTである。
【００７０】
　このように本実施形態において、パージ時間演算部４５は、目標空気流量TQCとして第
２の目標空気流量を用いることにより、燃料電池スタック１の発電状態が不安定となる可
能性がある場合、パージ時間POTを通常値（TQP×T1/{MQP(RPRA，RT)}）よりも増加させた
値（Ｔｓ）に設定し、これにより、目標パージ流量を通常値よりも増加させた値に設定し
ている。
【００７１】
　かかる構成によれば、目標パージ流量を増加させることにより、燃料電池スタック１の
燃料極内の水素濃度を高めることができる。そのため、パージ禁止フラグFSPが「１」に
セットされ、燃料極オフガスの排出が禁止された場合であっても、水素が欠乏して発電を
妨げるといった事態を抑制することができる。
【００７２】
（第４の実施形態）
　図１５は、本発明の第４の実施形態に係る燃料電池システムの制御装置４０を示すブロ
ック図である。本実施形態の燃料電池システムが、第１の実施形態のそれと相違する点は
、制御装置４０による目標ブロア流量TQDの算出方法である。なお、システム構成および
制御装置４０の処理内容については、第１の実施形態のそれと基本的に同じであり、重複
する部分の説明は省略することとし、以下、相違点を中心に説明を行う。
【００７３】
　本実施形態の制御装置４０において、目標空気流量演算部４２は、下式に基づいて、目
標ブロア流量TQDを算出する。
【００７４】
　　（数式７）
ＴＱＤ＝Ｍｉｎ（Ｒ１×ＭＱＰ（ＲＰＲＡ,ＲＴ），Ｑ１）
　ここで、Ｑ１は、排水素処理ブロア１４が供給可能な最大空気流量であり、ブロアのサ
イズや性能に応じて決定されている。すなわち、本実施形態において、目標ブロア流量TQ
Dは、パージ流量MQP(RTRA,RT)の燃料極オフガスを目標濃度Ｒ１以下とするための希釈処
理用ガスの必要流量と、排水素処理ブロア１４の最大空気流量Ｑ１とのうち、その値が小
さい方が設定される。
【００７５】
　また、目標空気流量演算部４２は、下式に基づいて、目標空気流量TQCを算出する。
【００７６】
　　（数式８）
ＴＱＣ＝Ｍａｘ｛ＴＱＡＧ，Ｒ１×ＭＱＰ（ＲＰＲＡ,ＲＴ）－ＴＱＤ｝
　同数式から分かるように、目標空気流量TQCは、安定して発電するために酸化剤極に供
給すべき空気流量（安定発電流量）TQAGと、
パージ流量MQP(x,y)の燃料極オフガスを目標濃度Ｒ１以下とするために必要な空気流量か
ら目標ブロア流量TQDを減算した値とのうち、その値が大きい方が設定される。
【００７７】
　さらに、目標空気圧力演算部４３は、下式に基づいて、目標空気圧力TPRCを算出する。
【００７８】
　　（数式９）
ＴＰＲＣ＝Ｍｉｎ｛ＴＰＲＡ＋ΔＰ１，ＴＰＲＣＬ｝
　ここで、ΔＰ１は、燃料電池スタック１における電解質膜に許容される差圧である。ま
た、ＴＰＲＣＬは、水収支を確保するために必要な空気圧力の下限値であり、上記した図
８に示すような運転温度および目標空気圧力との対応関係を参照し、目標空気圧力TQCと
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運転温度ＲＴとに基づいて、算出される。したがって、目標空気圧力TPRCは、目標水素圧
力TPRAおよび許容差圧ΔＰ１の加算値と、水収支を確保するために必要な空気圧力の下限
値TPRCLのうち、その値が小さい方が設定される。
【００７９】
　また、目標運転温度演算部４４は、第１の実施形態とは異なり、空気圧力によって水収
支を確保するため、実験やシミュレーションを通じて予め設定された固定値をして与えら
れている。
【００８０】
　このように本実施形態において、目標空気流量演算部４２は、パージ流量MQP(RTRA,RT)
に基づいて、希釈処理用ガスの必要流量を算出するとともに、この算出された希釈処理用
ガスの必要流量から、排水素処理ブロア１４によって供給可能な空気流量の最大値Ｑ１（
＝ＴＱＤ）を減算した値を、第２の目標空気流量として設定している。
【００８１】
　かかる構成によれば、安定発電流量（第１の目標空気流量）TQAGに対する第２の目標空
気流量の増量割合をできるだけ低減することができるので、燃料電池スタック１がドライ
アウト傾向となる事態を抑制することができる。
【００８２】
　また、本実施形態において、目標空気圧力演算部４３は、目標空気圧力TPRCを目標水素
圧力TPRA（通常値）よりも増加させた値（TPRA＋ΔP1）に設定する。
【００８３】
　かかる構成によれば、目標空気流量TQCの増量に応じて、目標空気圧力TPRCを増加させ
ている。これにより、酸化剤極から持ち出される水分量を減らすことができるので、過渡
的なドライアウトの発生を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】燃料電池システムの全体構成を示すブロック図
【図２】第１の実施形態に係る制御装置４０を示すブロック図
【図３】要求電力TPGと目標水素圧力TPRAとの対応関係を示す説明図
【図４】パージ流量MQP(x,y)と水素圧力RPRAおよび運転温度RTとの対応関係を示す説明図
【図５】要求電力TPGと希釈処理用ガスの目標流量TQAPおよび安定発電流量TQAGとの対応
関係を示す説明図
【図６】要求電力TPGと目標ブロア流量TQDとの対応関係を示す説明図
【図７】安定発電流量TQAGと希釈処理用ガスの目標流量TQAPとの対応関係を示す説明図
【図８】目標運転温度TTと目標空気流量TQCおよび目標空気圧力TPRCとの対応関係を示す
説明図
【図９】要求電力TPGと目標パージ流量TQPとの対応関係を示す説明図
【図１０】パージ禁止開始後の経過時間Ｔ１と上限電力UPGとの対応関係を示す説明図
【図１１】パージ禁止解除後の経過時間Ｔ２と上限電力UPGとの対応関係を示す説明図
【図１２】要求電力、パージ流量、コンプレッサ２０からの空気流量、排水素処理ブロア
１４からの空気流量の経時的な推移を示す説明図
【図１３】第２の実施形態にかかる燃料電池システムの構成を示すブロック図
【図１４】第３の実施形態に係る燃料電池システムの制御装置４０を示すブロック図
【図１５】第４の実施形態に係る燃料電池システムの制御装置４０を示すブロック図
【符号の説明】
【００８５】
　　１　　　　燃料電池スタック
　　２　　　　負荷装置
　　１０　　　燃料タンク
　　１１　　　水素調整弁
　　１２　　　パージ弁
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　　１３　　　排水素処理装置
　　１４　　　排水素処理ブロア
　　１５　　　水素圧力センサ
　　１６　　　流量計
　　２０　　　コンプレッサ
　　２１　　　空気調圧弁
　　２２　　　空気圧力センサ
　　３０　　　コンプレッサ
　　３１　　　冷媒ポンプ
　　３２　　　ラジエータ
　　３３　　　温度センサ
　　４０　　　制御装置
　　４１　　　目標水素圧力演算部
　　４２　　　目標空気流量演算部
　　４３　　　目標空気圧力演算部
　　４４　　　目標運転温度演算部
　　４５　　　パージ時間演算部
　　４６　　　取出電力演算部
　　４７　　　水素調整弁開度演算部
　　４８　　　パージ弁開閉指令部
　　４９　　　目標ブロア回転数演算部
　　５０　　　目標コンプレッサ回転数演算部
　　５１　　　空気調圧弁開度演算部
　　５２　　　目標冷媒ポンプ回転数演算部

【図１】 【図２】
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